
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「殺菌試験」結果解説  バイオペーストを２倍希釈にて実施 
○ ジンジバリス菌（歯周病菌） １分後に５％に減少、３分後以降は検出せず 
○ カンジタ菌（カビ菌） 1 分後に 20％に減少、3 分後に約 1％に減少、5 分後に約 0.05％に減少 
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バイオペースト抗菌試験 

「抗菌試験」結果解説  （試験期間二日間） 
○ ジンジバリス菌（歯周病菌）については、１０倍希釈でも抗菌効果が認められた 
○ カンジタ菌（カビ菌）については、２倍希釈まで抗菌効果が認められた 

 

 

『A 型インフルエンザウイルス』不活化試験 
試験番号 ： AVSAVSAVS-047 -160205 (2)（編集） 

試験目的 
試験委託者から提供された被物質「歯磨きペーストタイプ」についてのウイルス不活化作用の評価を目的と
した。本試験では「A 型インフルエンザウイルス」を試験対象とした。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『ノロウイルス（ﾈｺｶﾘｼｳｲﾙｽ）』不活化試験 
試験番号 ： AVSAVSAVS-047 -160205 (2) （編集） 

試験目的 
試験委託者から提供された被物質「歯磨きペーストタイプ」についてのウイルス不活化作用の評価を目的と

した。本試験では「ネコカリシウイルス」を試験対象とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

試験結果 
被験物質「歯磨きペーストタイプ」は A 型イン

フルエンザウイルスに対して、5 分間並びに 30
分間の処理によって、本試験系の検出限界以下

にまで感染性ウイルス力価を低減させることが

確認された。※歯磨きペーストタイプは「バイオペースト」 
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